
-1- 

 
 

                                              

                                       

                                       

                                       

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 
ホームページアドレス                        
 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/26現在 

父島 

100/100 

母島  

95.6/100 

4 月気象状況    （父島） 

最高気温   26.7℃ 

最低気温   15.3℃ 

平均気温   20.6℃ 

平均湿度   79％ 

月降水量  225.5mm 

住民基本台帳登録者数（5/1）                      

             2,462人 

             父島      母島               

  人口      2,009人   453人 

  世帯      1,086    235 

短期滞在者     22人       8人 

ＮＯ．５５２ 

平成 21 年(2009) 

６/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

 

 

 

 

 平成２１年５月２９日現在、小笠原村内での新型インフルエンザ感染患者および疑い患者は、発生しておりません  
 

 【新型インフルエンザとは？ 】 

  ブタ由来のインフルエンザウイルス（Ａ／Ｈ１Ｎ１）に人が感染した場合をいいます。 
 

 【新型インフルエンザの症状は？ 】 

  季節性インフルエンザと同様、発熱、咳、頭痛、咽頭痛、鼻水、筋肉痛等の症状があります。また、嘔吐や下痢等、消化器症

状が見られる場合もあります。多くの場合、軽症で回復していますが、基礎疾患（慢性疾患）を有する場合には、重症化する場合

もありますので、注意が必要です。 
 

 【新型インフルエンザの予防策は？ 】 

  現在のところ、ワクチンは開発されていません。季節性インフルエンザと同様に飛沫や接触により感染するため、マスクの着

用、石鹸による手洗いおよびうがいの励行、咳エチケットに努めることが大切です。また、人が多く集まる場所を避けることも

有効な手段です。 
 

 【新型インフルエンザの治療は？ 】 

  季節性インフルエンザと同様、抗インフルエンザ薬（タミフル、リレンザ）による治療を中心に、呼吸器症状や全身症状に応じ

た治療が行われます。早期に発見し、治療を受けることが重要です。 
 

 【小笠原村の対策は？ 】 

  小笠原村では、村内関係機関による「新型インフルエンザ地区対策本部」を設置し、水際対策および村内での感染に備えた対

応等の対策を講じています。具体的には、水際対策として「おがさわら丸乗船前健康アンケート（竹芝桟橋）」および「医師によ

る下船前健康確認（父島二見港桟橋）」を実施しています。「おがさわら丸乗船前健康アンケート」は、村民の方も対象ですので、

ご協力をお願いいたします。なお、「医師による下船前健康確認」は、対象人数により時間を要しますので、ご了承ください。 

また、「マスク」「医薬品」「飲食料」等の備蓄のほか、情報収集および情報発信も実施しています。 
 

●問合せ先 小笠原村総務課 ２－３１１１ 

 
 

診療所からのお願い ～ 発熱を伴う診療所への受診を希望される方へ ～ 
 

国内で新型インフルエンザが発生しているため、発熱を伴う受診を希望される方は、次のとおり対応させていただいております。

基礎疾患等を有する方への感染予防のため、ご協力をお願いします。 
 

１．３８度以上の発熱で受診を希望される場合 

（１）診療所を受診する前に、下記の相談窓口まで電話相談をお願いします。 

◎「新型インフルエンザ相談窓口」 

    《午前９時～午後９時》東京都島しょ保健所小笠原出張所 ２－２９５１ 

    《午後９時～午前９時》東京都夜間発熱相談センター ０３－５３２０－４５０９  

（２）「新型インフルエンザ相談窓口」の指示により「一般外来での受診」または「発熱外来での受診」となります。 
 

２．３８度未満の発熱で受診を希望される場合 

（１）事前に受診を希望する診療所までお電話にてご連絡ください（診療時間外は「１１９」までお電話ください）。 

（２）診療所の指示により「一般外来での受診」または「発熱外来での受診」となります。 
 

  ※小笠原村内には、医療機関が父島・母島に各１箇所の診療所しかないため、上記の措置を採らせていただいております。

皆様のご協力をお願いいたします。 
 

●問合せ先 小笠原村診療所 ２－３８００、母島診療所 ３－２１１５ 

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て 
（ブタ由来インフルエンザウイルスＡ／Ｈ１Ｎ１） 
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小笠原航空路の開設に向けて 
 

最近の航空路に関する検討状況等について紹介いたします。 

 

●ＰＩ評価委員会委員が小笠原現地を視察 
 ＰＩ評価委員会の阿部委員と鍛冶委員が、１月８日(木）から１１日(日)まで小笠原を初めて現地視察いたしました。 

ＰＩ評価委員会は、小笠原航空路協議会（以下「協議会」という。）が行う小笠原航空路のＰＩ（パブリック・インボルブメン

ト）の手順や結果についての評価や助言を行い、透明性、公平性、公正性を確保することを目的とした第三者機関です。 

 

●第３回小笠原航空路協議会 
３月２６日（木）東京都庁において、第３回目の協議会が開催されました。当村からは、村長および村議会議長が委員として出

席し、また、小笠原空港開設推進特別委員会の正副委員長も傍聴いたしました。 

今回の協議会では、小笠原航空路ＰＩ実施計画書案が示され、基本方針として以下の点が示されました。 

○航空路開設に向けた検討プロセスの共有 

○各種調査・検討の継続と段階ごとのＰＩ活動の実施 

○村民を始めとした方々の意見を聴取し、事業主体の意思決定に役立てる 

○十分な周知広報による情報提供 

○透明性を確保し、中立的な立場で公正なＰＩ活動を実施する 

○適切な時間管理でのＰＩ活動 

 

協議会において承認された実施計画書案は、５月８日(金)に開催されたＰＩ評価委員会における評価・助言を踏まえ、整理さ

れた後に公表される予定です。 

 

●小笠原航空路協議会委員が小笠原現地を視察 
 ４月２２日(水)から２５日(土)まで、協議会委員の東京都港湾局技監と東京都総務局行政部長が来島され、過去の候補地等を含

め、父島・母島を視察しました。 

 

●第２回小笠原航空路ＰＩ評価委員会 
５月８日(金)東京都庁において、第２回目の「小笠原航空路ＰＩ評価委員会」が開催されました。 

村からは、小笠原空港開設推進特別委員会の正副委員長を始め村議会議員が傍聴しました。 

３月の協議会で示されたＰＩ実施計画書案について委員の方からの意見では、ＰＩ活動で提供する情報内容についてＰＩ対象

者に分かりやすい表現に工夫する必要があるなど意見がありました。 

 

今後は、協議会やＰＩ評価委員会において議論された、ＰＩ実施計画書が公表される手続きを経て、構想段階のＰＩ活動が   

スタートいたします。 

 

 

 
 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２―３１１１、東京連絡事務所 ０３－３４３２－４４５６ 

関係機関等との調整 

村
民
合
意 

協
議
会
の
設
置 

﹇
東
京
都
・
小
笠
原
村
﹈ 

Ｐ
Ｉ
﹇
構
想
段
階
﹈ 

候
補
地
選
定 

Ｐ
Ｉ
﹇
施
設
計
画
段
階
﹈ 

設
置
許
可
申
請 

    

自然環境への影響、費用対効果、運航採算性、安全性等の調査・検討 

現在はこの時点 
 

次は構想段階へ

進みます 

（
村
内
の
広
範
な
議
論
） 

村
民
の
意
向
確
認 

ＰＩ（住民参画）制度について 
ＰＩ制度とは、空港整備主体（東京都）と関係自治体（小笠原村）が連携し、空港の構想段階や施設計画段階において住民等関

係者に情報を提供し、計画策定への参画を促すことで空港整備に広く皆様の意見を取り入れていく手法です。 

◎航空路開設に向けた取組みの流れ  
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父
島
返
還
祭 

 
今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
返
還
を
記
念
し
た
父
島

返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。 

 

当
日
は
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の

出
店
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、

例
年
別
途
開
催
し
て
い
た
「
産
業
祭 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
祭
」
を
父
島
返
還
祭
に
統
合
し
行
い
ま
す
。 

 
 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
27
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
返
還
祭
（前
夜
祭
・
当
夜
祭
） 

  

５
月
17
日
の
卓
球
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
今

年
の
母
島
返
還
祭
は
、
前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
フ
ィ 

 

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。 

 

前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

表
彰
式
、
演
芸
大
会
お
よ
び
夜
店
の
出
店
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
夜
祭
で
は
本
格
的
な
花
火
の

打
ち
上
げ
も
行
い
ま
す
。 

多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
27
日
（土
）
前
夜
祭 

 
 
 
 

６
月
28
日
（日
）
当
夜
祭 

 
 
 
 

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
か
ら 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

（母
島
支
所
庶
務
係
） 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
即
売
会
（父
島
） 

  

今
年
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
は
、
父
島
返
還

祭
と
の
統
合
に
よ
り
開
催
日
が
遅
く
な
る
た
め
、
祭

当
日
に
用
意
で
き
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
量
が

例
年
よ
り
少
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
た
め
、

皆
様
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
購
入
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
即
売
会
を
６
月
７

日
（日
）
に
行
い
ま
す
。
販
売
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 例

年
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
で
購
入
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ぜ
ひ
、

即
売
会
で
の
ご
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
催 

 
 

 
２
０
１
６
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
気
運
を

醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
京
・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
選
手
た
ち
に
よ
る
、
ソ
フ
ト 

ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

本
事
業
は
東
京
都
と
小
笠
原
村
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
共
同
推
進
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
21
日
（日
） 

 
 

○
子
供
の
部
（小
学
生
以
下
対
象
） 

午
前
８
時
か
ら
30
分
程
度 

 
 

○
大
人
の
部
（中
学
生
以
上
対
象
） 

午
前
８
時
30
分
か
ら
１
時
間
30
分
程
度 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 

※
雨
天
時
は
同
体
育
館 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
21
日
（日
） 

 
 

○
子
供
の
部
（小
学
生
以
下
対
象
） 

午
後
４
時
か
ら
30
分
程
度 

 
 

○
大
人
の
部
（中
学
生
以
上
の
女
性
対
象
） 

午
後
４
時
30
分
か
ら
１
時
間
30
分
程
度 

 
 
 

※
父
島
の
大
人
の
部
は
女
性
の
み
対
象 

 
 
 
 

な
お
、
見
学
は
自
由
で
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 

※
雨
天
時
は
同
体
育
館 

【
内
容
】 

 

○
子
供
の
部 

選
手
と
の
交
流 

 

○
大
人
の
部 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
実
技
指
導 

【
参
加
方
法
】 

 

○
子
供
の
部 

事
前
申
込
不
要 

 

○
大
人
の
部 

事
前
申
込
制 

【
申
込
締
切
】
６
月
15
日
（月
） 

 
 

※
申
込
書
は
、
村
役
場
総
務
課
お
よ
び
母
島
支

所
に
あ
り
ま
す
。 

【
参
加
費
】
無
料 

【
持
ち
物
】
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
服
装
、
靴
（雨
天
時

は
体
育
館
で
使
用
で
き
る
も
の
）
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
あ
れ
ば
自
分
の
グ
ロ
ー
ブ 

【
予
定
講
師
】
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
高
崎
事
業
所

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

宇
津
木
麗
華
監
督 

上
野
由
岐
子
投
手 

乾
絵
美
捕
手 

三
科
真
澄
内
野
手 

岩
渕
有
美
外
野
手 

柳
川
直
子
外
野
手 

【
主
催
】
小
笠
原
村 

【
共
催
】 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会 

 
 

東
京
都
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
本
部 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 
Ｃ
Ｏ
２
削
減 

〜
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜 

  

環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ
り
温
暖
化
防
止
の

た
め
、「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
〜
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〜
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

７
年
目
の
今
年
は
、
６
月
20
日
（土
）
〜
７
月
７

日
（火
）
ま
で
の
間
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
、
特

に
６
月
21
日
（
日
）
の
夜
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ 

 

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
９
」
、
７
月
７
日
（火
）
の
夜
を

「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
と
題
し
、
午
後
８
時
か
ら

午
後
10
時
ま
で
の
２
時
間
程
度
、
施
設
や
ご
家
庭
の

電
気
の
消
灯
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

島
の
宝
１
０
０
景 

 

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
が
一
般
公
募
し

た
島
の
宝
１
０
０
景
に
、
全
国
５
４
７
件
の
応
募
の

中
か
ら
、
『
お
が
さ
わ
ら
丸
「
出
港
の
時
」
』
が
１
０

０
景
の
１
つ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

                     

島
の
宝
１
０
０
景
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
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ジ
（http://w

w
w
.m

lit.go.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け 

 
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

不
発
弾
処
理
に
つ
い
て 

 

５
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
父
島
で
実
施
し

た
不
発
弾
処
理
は
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

奥
村
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
避
難
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限 

 

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
省
に
よ
る
掃
海
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の
航
行
や
操
業
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
６
月
20
日
（土
）〜
29
日
（月
） 

【
制
限
水
域
の
範
囲
】 

次
の
図
の
と
お
り
（ア
〜
ウ
区
域
） 

【
制
限
事
項
】 

制
限
水
域
内
の
航
行
お
よ
び
漁
業
の
操
業
の

禁
止 

 

        ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い 

 

高
齢
者
の
皆
様
へ 

  

会
社
勤
め
や
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
が

あ
る
方
で
、
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
専
業
主
婦
の
期

間
、
学
生
だ
っ
た
期
間
ま
た
は
海
外
在
住
期
間
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
現
在
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
高
齢
者
の
方
で
も
年
金
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
港
社
会
保
険
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

 
 

港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

   
  

  
  

 

２
―
３
１
１
３ 

 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
・
採
用
人
員
】
保
育
士 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
で
の
保
育
士
業
務 

【
応
募
資
格
】 

 
 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
し
、
保
育
経
験

な
ど
の
あ
る
方 

 

※
採
用
期
間
、
勤
務
時
間
、
給
与
な
ど
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

                  

２
―
３
９
３
９ 

 

村
民
税
・
都
民
税
の 

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収 

  

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
個
人
住
民
税
（村
民
税
、

都
民
税
）
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（天
引
き
）

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
65
歳
以
上
の
公

的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
個
人
住
民
税
を

納
税
す
る
義
務
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。 

 

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
個
人
住

民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
年
４
回
、
村
役
場

や
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
書
に
よ
り
お
支
払

い
い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

年
金
の
支
払
い
を
す
る
社
会
保
険
庁
な
ど
が
、
直
接
、

区
市
町
村
に
個
人
住
民
税
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
基
本
的
に
金
融
機
関

へ
行
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
区
市
町
村

に
お
い
て
も
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
支
払
方
法
を
変
更

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
負
担
は
生

じ
ま
せ
ん
。 

【
対
象
と
な
る
方
】 

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
が
65
歳
以

上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、
個
人
住
民
税
の
納
税

義
務
の
あ
る
方
、
か
つ
、
年
額
18
万
円
以
上
の
老

齢
基
礎
年
金
、
退
職
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

（介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同
じ
で
す
） 

【
対
象
と
な
る
税
額
】 

 
 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年

金
、
退
職
年
金
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
公
的
年
金

の
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
が
合
算
さ
れ
、
老
齢

基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
２
階
、
３
階
部

分
の
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

特
別
徴
収
さ
れ
る
公
的
年
金
の
種
類
お
よ
び
徴

収
さ
れ
る
税
額
等
は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
６
月
に
小
笠
原
村
か
ら
送
付
す
る

納
税
通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
時
期
】 

特
別
徴
収
の
開
始
は
、
平
成
21
年
10
月
支
給

分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
税
額

の
半
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
６
月
お
よ
び
８

月
に
普
通
徴
収
（納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
支

払
う
方
法
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
年
金
以
外
の
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

お
よ
び
対
象
と
な
ら
な
い
方
の
個
人
住
民
税
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

                      

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

平
成
21
年
度
個
人
住
民
税
（村
民
税
・
都
民
税
）

第
１
期
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
（火
）で
す
。
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

平成２１年度 

徴収方法 普通徴収 
（納付書または口座振替） 

特別徴収 
（公的年金から天引き） 

課税月(期) ６月（１期） ８月（２期） １０月 １２月 ２月 

徴収税額 年税額の４分の１×２回 年税額の６分の１×３回 

 

 平成２２年度以降 

徴収方法 特別徴収（仮徴収） 
（公的年金から天引き） 

特別徴収（本徴収） 
（公的年金から天引き） 

課税月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 

徴収税額 前年度２月分と同じ額×３回 年税額から仮徴収税額を 
差し引いた額の３分の１×３回 
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シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
６
月
は
例
年
シ
ロ
ア
リ
が
大
量
群
飛
（ス
オ
ー
ム
）

し
ま
す
。
１
年
の
中
で
要
と
な
る
６
月
、
村
で
は
シ

ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺
の
総
合
対
策

を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
、
ま
た
は
、
す
で
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、

心
当
た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
期
間
】
６
月
１
日
（月
）〜
12
日
（金
） 

【
対
策
日
程
】
６
月
６
日
（土
）〜
15
日
（月
） 

【
対
策
内
容
】 

 

○
父
島
・
母
島
の
総
合
対
策 

 

○
相
談
・
点
検
・
樹
木
の
駆
除
作
業
（無
料
） 

 

○
保
証
付
の
防
蟻
処
理
（有
料
） 

 

※
点
検
、
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１  

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（父
島
） 

  

小
笠
原
諸
島
返
還
を
記
念
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、
村
民
が
気
楽
に
参
加
し
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
す
る
た
め
に
返
還
記
念
大
会
を
開

催
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
、
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
楽
し
い
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。 

 

な
お
、
参
加
チ
ー
ム
の
た
め
に
技
術
講
習
会
を
何

回
か
実
施
す
る
予
定
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

【
日
時
】
７
月
11
日
（土
）
午
前
８
時
30
分
〜 

雨
天
時 

７
月
19
日
（日
） 

【
場
所
】
奥
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

【
参
加
基
準
】
１
チ
ー
ム 

５
〜
８
名 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 

  

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
校
公
開
を

実
施
し
ま
す
。 

こ
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学

習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で

の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、
本
校
の
教

育
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
ご
多
用
と
は
存
じ
ま

す
が
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
６
月
６
日
（土
） 

【
時
間
割
】 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開 

  

小
笠
原
中
学
校
の
学
校
公
開
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。 

本
校
は
教
育
活
動
の
中
で
、
特
に
道
徳
の
授
業
に

力
を
入
れ
、
全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

各
学
年
で
社
会
連
帯
を
テ
ー
マ
に
道
徳
の
研
究
授

業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
家
庭
科
・
特
別
支
援
学
級
は
２
人
の
初
任

の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
研
究
授
業
以
外
の
時
間
は
、
各
学
年
各
教
科
の

授
業
を
公
開
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

【
６
月
８
日
（月
）
】 

◎
道
徳
研
究
授
業
（全
学
年
） 

 

《
時
間
》 

○
３
年
生 

午
前
８
時
20
分
〜
９
時
10
分 

 
 

○
２
年
生 

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
10
分 

 
 

○
１
年
生 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
20
分 

《
場
所
》
各
学
年
教
室 

 

◎
全
校
吹
奏
楽
練
習
（２
、
３
年
生
） 

 

《
時
間
》
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

 

《
場
所
》
図
書
室 

【
６
月
９
日
（火
）
】 

 

◎
家
庭
科
研
究
授
業
（２
年
生
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
20
分
〜
９
時
10
分 

《
場
所
》
家
庭
科
室 

◎
特
別
支
援
学
級
研
究
授
業 

《
時
間
》
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
10
分 

《
場
所
》
ヤ
シ
の
実
教
室 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 
ベ
ル
マ
ー
ク
回
収
の
お
願
い 

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
て
学
校
に
必

要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
な
ど
で
ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ

ン
ク
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン

両
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】 

 
 

小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 

村
役
場
（牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
箱
脇
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
小
学
校 

 
 
 
 
 

２
―
２
０
１
２ 

 
 

小
笠
原
中
学
校 

 
 
 
 
 

２
―
２
５
０
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
12
日
〜
５
月
30
日 

○
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

○
全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
出
席 

 

○
財
政
関
係
ヒ
ア
リ
ン
グ
（東
京
都
） 

 

○
下
田
市
黒
船
祭
出
席
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
６
月
８
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

４校時 ３校時 ２校時 １校時 

（午
前
11
時
10
分
〜
11
時
55
分
） 

避
難
・
引
き
渡
し
訓
練 

（午
前
10
時
20
分
〜
11
時
５
分
） 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室 

（午
前
９
時
15
分
〜
10
時
） 

各
教
室
に
て
授
業 

（午
前
８
時
25
分
〜
９
時
10
分
） 

各
教
室
に
て
授
業 
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森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
20
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑 

②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
、
居
住
証
明
書
な
ど
） 

③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各

家
庭
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原

村
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場

村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
付
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

２
―
２
１
０
３ 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集 

 

日
本
赤
十
字
社
は
全
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進

を
目
的
と
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
社
費
を

元
に
、
世
界
の
各
地
で
紛
争
に
苦
し
む
人
々
や
頻
発

す
る
災
害
の
被
災
者
に
救
援
活
動
を
行
う
団
体
で

す
。 小

笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
村
内
の
行
事
で
、
赤
十

字
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
テ
ン
ト
や
車
両
を
ご
覧
に
な

っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お

り
社
費
の
募
集
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸

訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
支
庁
・
小
笠
原
村
役
場
窓
口

で
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場

母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

今
後
の
開
催
月
は
、
８
、
10
、
12
、
３
月
の
予
定
で

す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
13
日
（土
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
14
日
（日
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 
 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
６
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

船
舶
・
船
舶
免
許
を
お
持
ち
の
方
へ 

  

船
舶
を
安
全
に
運
航
す
る
た
め
に
は
、
出
航
前
に

法
定
書
類
や
法
定
備
品
の
積
み
込
み
な
ど
が
必
要
で

す
。 海

に
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
、「
海

難
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
舶
検
査
（定
期
・
中
間
）
お
よ
び
小
型
船
舶
操
縦

免
許
証
等
は
有
効
期
限
内
で
す
か
？ 

○
出
港
す
る
前
に
、
法
定
書
類
（船
舶
検
査
証
書
、
船

舶
検
査
手
帳
等
）
お
よ
び
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

等
を
船
舶
に
備
え
置
き
ま
し
た
か
？ 

○
船
名
お
よ
び
船
舶
登
録
番
号
を
船
舶
の
見
え
易
い

と
こ
ろ
に
標
示
し
ま
し
か
？ 

○
船
舶
検
査
証
書
の
航
行
条
件
（夜
間
航
行
禁
止
等
）

の
確
認
は
し
ま
し
た
か
？ 

○
出
港
す
る
前
に
、
法
定
備
品
（救
命
胴
衣
、
救
命
浮

環
、
信
号
紅
炎
等
）
を
搭
載
し
ま
し
た
か
？ 

○
船
舶
設
備
（法
定
備
品
、
船
内
外
機
の
取
替
え
等
）

の
変
更
・
改
造
を
行
っ
た
場
合
、
運
航
す
る
前
に

必
ず
臨
時
検
査
を
受
検
し
合
格
し
て
い
ま
す
か
？ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
免
除
制
度 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
で
は
、
次
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
組
合
員
に
つ
い
て
、
利
用
料
の

減
額
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
管
理

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 【
全
額
免
除
】 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合 

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
が
行
わ
れ
た
区
域
内

に
お
い
て
、
当
該
救
助
に
係
る
災
害
に
よ
り
半

壊
、
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
の
程
度
の
被

害
を
受
け
た
建
物
を
有
す
る
場
合 

 【
半
額
免
除
】 

世
帯
を
構
成
す
る
者
す
べ
て
が
次
の
①
〜
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、 

①
村
民
税
非
課
税 

②
65
歳
以
上
の
方
（昭
和
19
年
１
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）で
、
合
計
所
得
が
１
２
５
万

円
以
下
で
あ
る
場
合 

③
平
成
17
年
度
は
村
民
非
課
税
で
あ
っ
た
が
、
平

成
18
年
度
以
降
収
入
の
増
額
が
な
く
、
税
源
移

譲
に
よ
り
村
民
税
課
税
に
該
当
す
る
場
合 

 

か
つ
次
の
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

Ⅰ 

世
帯
の
中
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
（視
覚
、

聴
覚
、
肢
体
不
自
由
１
、
２
級
）を
有
す
る
者

が
い
る
場
合 

Ⅱ 

世
帯
の
中
に
、
戦
傷
病
者
手
帳
（特
別
項
症
、

第
１
款
症
）を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

Ⅲ 

世
帯
の
中
に
、
精
神
疾
患
（１
度
、
２
度
）

を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

Ⅳ 

世
帯
の
中
に
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
場
合 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 
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小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
ビ
ー
デ
祭 

 

【
日
時
】
６
月
７
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分 

【
内
容
】 

本
校
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
模

擬
店
な
ど 

【
そ
の
他
】 

○
本
校
の
模
擬
店
で
使
用
す
る
食
器
は
、
土
へ
還

る
エ
コ
ト
レ
ー
で
す
。
分
別
に
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

○
下
足
入
れ
持
参
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま 

す
。 

○
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

◎
授
業
公
開 

 

【
期
間
】
６
月
22
日
（月
）〜
26
日
（金
） 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分 

 
 
 
 
 

〜
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分
終
了 

 
 
 
 

※
相
談
ブ
ー
ス 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時 

 
 
 
 

※
６
月
25
日
（
木
）
は
保
護
者
会
の
た
め 

 
 
 
 
 

午
後
２
時
20
分
終
了 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

 
 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 
 

車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
（中
級
） 

  
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
あ
る
程
度
利
用
し
て
い
る
方

が
対
象
の
講
座
で
す
。
日
本
語
入
力
が
で
き
、 

 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（ワ
ー
ド
な
ど
）
の
初
歩
的
な
使

い
方
が
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ

ク
セ
ル
）の
応
用
的
な
使
い
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
（パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
、
画
像
処
理
ソ

フ
ト
（
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
レ
メ
ン
ツ
）
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
実
習
を
行
い
ま
す
。 

【
時
間
】
午
後
６
時
〜
８
時 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

 

①
６
月
22
日
（月
） 

 
  
 
  

  

《
内
容
》
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ
ク
セ
ル
）
計
算
・ 

 
 
 
 
 

 
  

 
  

関
数 

 

②
６
月
23
日
（火
） 

 
  
 
  

  

《
内
容
》
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ
ク
セ
ル
）
並
び 

 
 
 
 
 

 
  

 
  

換
え
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
集
計 

 

③
６
月
24
日
（水
） 

 
           

《
内
容
》
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の 

 
 
 
 

  
  

 
  

  
 
  

  
 

使
い
方 

 

④
６
月
29
日
（月
） 

 
 

《
内
容
》
画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
使
い
方
（基
礎
編
） 

 

⑤
６
月
30
日
（火
） 

 
 

《
内
容
》
画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
使
い
方
（応
用
編
） 

【
講
師
】
小
笠
原
高
校
教
師 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名
（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
） 

【
費
用
】
受
講
料 

 
 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 

テ
キ
ス
ト
代 

２
４
９
９
円 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

 
 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
10
日
（水
） 

 

◎
楽
し
く
学
ぶ
初
め
て
の
手
話 

  

観
光
で
聴
覚
障
害
者
が
よ
く
来
島
し
ま
す
。
少
し

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
。
今
回
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
ご
協
力
で
実
用
的
な

手
話
を
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。
合
わ
せ
て
聴
覚
障
害

者
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

【
日
程
】
６
月
14
日
（日
）
、
21
日
（日
）
、
28
日
（日
） 

 
 

 
 
 
 
  

  
  

 
  

  

７
月
５
日
（日
）
、
12
日
（日
） 

【
時
間
】
午
後
３
時
〜
５
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校 

【
対
象
者
】
小
学
校
高
学
年
以
上 

【
講
師
】
小
笠
原
高
校
教
師
（協
力
〜
手
話
サ
ー
ク
ル
） 

【
定
員
】
20
名
（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
） 

【
費
用
】
受
講
料 

１
０
０
０
円 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

 
 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
10
日
（水
） 

 
 

※
お
子
様
連
れ
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
３
４
１ 

 

第
21
回
全
国
・
離
島
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

親
善
大
会
参
加
者
の
募
集 

〜
IN
三
重
県
鳥
羽
市
答
志
島
〜 

 

村
民
の
健
康
維
持
増
進
を
図
り
、
高
齢
者
の
方
々

の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
か
ら
60
歳

以
下
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
ょ
う
。 

【
日
程
】
10
月
23
日
（金
）
〜
26
日
（月
） 

【
場
所
】
三
重
県
鳥
羽
市
答
志
島 

【
費
用
】
８
万
２
０
０
０
円 

※
費
用
に
は
、
小
笠
原
〜
東
京
間
の
船
賃
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

※
村
民
で
60
歳
以
上
の
方
は
「
は
は
じ
ま
丸
・
お

が
さ
わ
ら
丸
、
２
等
島
民
割
引
運
賃
」
が
補
助

さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
者
】
18
歳
以
上
の
村
民 

【
申
込
方
法
】
父
島
・
母
島
社
協
窓
口
に
募
集
要
項
・

申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
19
日
（金
） 

【
申
込
先
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階 

社
協
母
島
事
務
局 

 

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が

離
島
を
訪
問
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
競
技
交

流
と
親
善
交
流
を
図
り
あ
い
な
が
ら
、
島
の
自
然
と

伝
統
文
化
に
ふ
れ
あ
い
、
離
島
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

大
会
参
加
者
向
け
の
説
明
会
を
別
途
実
施
し 

 

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会   

  
 
  

 

２
―
２
４
８
６ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
19
回 

季
節
の
料
理
を
作
る 

〜
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
〜 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
28
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）
、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
６
月
19
日
（金
） 

※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会   

  
 
  

 

２
―
２
４
８
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（図
書
室
含
む
）
は
館
内
清
掃

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
臨
時
休
館
日
】
６
月
20
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
―
２
９
１
１ 
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 
父
島
図
書
室
で
は
、
郷
土
小
笠
原
に
関
す
る
資
料

を
広
く
集
め
て
い
ま
す
。 

地
域
資
料
を
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
次
の
時
代

へ
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

図
書
館
の
大
切
な
使
命
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
関
係
資
料
は
、
現
在
約
５
０
０
冊
の
蔵
書

が
あ
り
、
貸
出
可
能
な
１
階
開
架
コ
ー
ナ
ー
と
閲
覧

の
み
の
２
階
貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
  

【小
笠
原
諸
島
返
還
41
周
年
記
念
・展
示
コ
ー
ナ
ー
】 

多
く
の
方
の
ご
観
覧
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

○
地
域
資
料
の
一
部
で
、
新
聞
切
抜
・
絵
葉
書
・

小
冊
子
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

○
小
笠
原
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
小
笠
原
の
自
然
」
へ
の
願
い
を
カ
ー
ド
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。 

【
小
笠
原
資
料
収
集
ご
協
力
の
お
願
い
】 

 
 

地
域
の
皆
様
か
ら
の
資
料
の
寄
贈
・
情
報
の
提

供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

○
小
笠
原
関
係
の
資
料
で
し
た
ら
新
旧
に
こ
だ
わ

り
ま
せ
ん
。 

○
各
事
業
所
等
で
刊
行
物
を
作
成
し
た
場
合
に
は
、

開
架
用
・
保
存
用
と
し
て
２
部
を
ぜ
ひ
御
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
貴
重
本
の
閲
覧
に
は
予
約
手
続
き
が
必
要
で
す
】 

貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
資
料
を
閲
覧
希
望

の
方
は
予
約
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
予
約

か
ら
閲
覧
ま
で
は
数
日
か
か
り
ま
す
。 

現
在
そ
し
て
未
来
の
小
笠
原
村
民
に
手
渡
す

貴
重
な
記
録
資
料
で
す
。
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も 

検
索
で
き
ま
す
】 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/w

w
w
.ogasaw

ara.or.jp
/

内
で
公
開
し
て
い
る
「
小
笠
原
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
で
父
島
図
書
室
所
蔵
の
小
笠
原
関
係
資
料
も

検
索
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
で
検
索
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
閲
覧
や
貸
出
を
ご
希
望

の
方
は
、
図
書
受
付
に
て
予
約
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

村
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催 

 

【
日
時
】
６
月
28
日
（
日
）
正
午
〜 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話 

「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
の
サ
ー
ビ
ス
終
了 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話
「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
３
月
31
日
（土
）
を
も
っ
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
終
了
し
ま
す
。
現
在
、「
ｍ
ｏ
ｖ
ａ
」
を
ご

利
用
中
の
方
に
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
へ
の
契
約
変
更
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 
２
―
２
６
６
６ 

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。 

 

事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。  

※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ 

 
 
 

れ
る
方
は
必
ず
事
前
に
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
20
日
（土
）
午
後
２
時
〜
５
時 

 
 
 
 
 
 
 

23
日
（火
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
シ
ッ
プ
） 

 
 
 
 
 

２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
22
日
（月
）
午
前
10
時
〜
正
午 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

今
年
度
も
Ｂ
Ｉ
Ｏ

ビ
ー
ア
イ
オ
ー

（
ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

協
会
）
主
催
「
島
で
あ
そ
び
隊
」
が
６
月
よ
り
父
島

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
が
暮

ら
す
小
笠
原
に
つ
い
て
知
る
」
と
い
う
主
旨
で
年
間

約
20
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
も
ひ
き
続
き
環
境
省
な
ど
と
協
力

し
、
世
界
自
然
遺
産
に
関
連
し
た
事
に
つ
い
て
も
、

学
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

【
ビ
ー
チ
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 

〜
前
浜
で
拾
っ
て
作
っ
て
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！
〜 

《
日
時
》
６
月
６
日
（土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時 

※
雨
天
時
は
８
日
（月
）
に
延
期 

 

《
集
合
場
所
》
お
祭
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 
 
  

 
  

  
 
  

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、 

 
 
 
 
 

  
  

  
 

タ
オ
ル 

 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

【
予
約
方
法
】
  

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
箱

を
置
き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
２
日
（火
） 

※
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

【
注
意
・
確
認
事
項
】 

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
行
事
保
険
（開
催
者
負
担
）に
加

入
し
て
い
ま
す
。 

○
保
険
手
続
き
の
都
合
上
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
抽
選

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

ヤ
ギ
の
い
な
く
な
っ
た
島
を 

見
に
行
こ
う
！ 

 

野
ヤ
ギ
・
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の
外
来
種
対
策
が
進

む
兄
島
。 

何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
島
民
の
目
で
見
に

行
き
ま
す
。 

小
笠
原
の
未
来
に
向
け
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

【
日
程
】
６
月
25
日
（木
） 

※
予
備
日 

７
月
６
日
（月
） 

 

【
場
所
】
兄
島
（万
作
上
陸
〜
兄
島
視
察
〜
滝
之
浦
へ

降
り
る
予
定
） 

※
天
候
に
よ
っ
て
は
滝
之
浦
上
陸 

【
集
合
時
間
】
午
前
８
時 

※
午
後
４
時
に
興
洋
岸
壁
解
散
予
定 

【
集
合
場
所
】
興
洋
岸
壁 

 

【
持
ち
物
】
弁
当
、
飲
物
、
軍
手
、
帽
子
な
ど 

※
飲
物
は
２
リ
ッ
ト
ル
以
上
ご
用
意
く
だ
さ
い 

【
費
用
】
保
険
代
３
０
０
円 

【
募
集
人
員
】
20
名 

【
対
象
者
】
在
島
５
年
以
上
で
18
歳
以
上
の
村
民
の

方
（
体
力
に
自
信
の
な
い
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
） 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
在
島
年
数
、
兄
島
の
ヤ

ギ
対
策
以
前
の
様
子
を
知
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
ま
す
。 
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※
参
加
者
に
は
６
月
８
日
（月
）
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
い
た
だ
け

な
い
方
に
は
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
・
問
合
せ
期
間
】
６
月
３
日
（水
）
〜
５
日
（金
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時 

 

※
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
は
除
く 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

 

※
自
然
保
護
助
成
基
金
事
業
で
実
施
し
ま
す
。 

【
共
催
】
国
有
林
課 

【
協
力
】
環
境
省
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
、
野
生 

 

生
物
研
究
会 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
事
務
局 

大
好

お
お
よ
し 

０
９
０
―
１
８
８
０
―
６
２
３
９ 

                        

                    
 

     

小
児
科
専
門
診
療 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
６
日
（土
）
午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

（
午
後
２
時
か
ら
診
察
開
始
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
８
日
（月
）
午
前 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

（
午
前
10
時
か
ら
診
察
開
始
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

今
月
は
、
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
７
日
（日
） 

午
前
の
部 

午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

午
後
の
部 

午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
８
日
（月
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

   
 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
22
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
23
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

予
防
接
種
の
実
施 

 

保
育
園
年
長
（母
島
の
み
）
、
小
学
校
６
年
生
、
中

学
校
１
年
生
、
高
校
３
年
生
の
お
子
様
を
対
象
に
、

定
期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３
年
生 

《
２
種
混
合
》
小
学
校
６
年
生 

 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所
、
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
】 

 

《
父
島
》 

６
月
18
日
（木
） 

（
中
学
校
１
年
生
、
高
校
３
年
生
対
象
） 

 
 
 

６
月
25
日
（木
） 

 
 
 

（
小
学
校
６
年
生
対
象
） 

 

《
母
島
》 

 
 
 

６
月
19
日
（金
） 

（
保
育
園
年
長
、
小
学
校
６
年
生
、
中
学
１

年
生
対
象
） 

【
受
付
時
間
】
午
後
４
時
〜
４
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
（離
乳
食
の
会
） 

 

栄
養
士
と
一
緒
に
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を

作
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
３
か
月
か
ら
８
か
月
の 

 

お
子
様
と
保
護
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
日
時
】６
月
29
日
（月
） 

 
 
 

  
  

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

６月の燃料油価格変動調整金  

 ６月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 
単位：円 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２１，２１０ (-1,360) １０，６１０ (-680) 

特 ２ 等 ３１，８１０ (-2,040) １５，９１０ (-1,020) 

１ 等 ４２，４３０ (-2,710) ２１，２１０ (-1,360) 

特 １ 等 ４９，０５０ (-3,140) ２４，５３０ (-1,570) 

特 等 ５３，１００ (-3,390) ２６，５５０ (-1,700) 

２等（学割） １６，９７０ (-1,090)  
２等 

（身体障害者割引）  
１０，６１０ (-680)  ５，３１０ (-340) 

村民割引 
（往復）２等 ３１，８２０ (-2,040) １５，９２０ (-1,020) 

 １  等  品 １４，５９６ (-608) 

２  等  品 １３，５８８ (-566) 

３  等  品 １２，４９９ (-521) 

０．１０トン以下  １，４６２ (-61) 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下  １，０８９ (-45) 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

１  等  品 ８，２８２ （+218） 

２  等  品 ７，７６４ （+204） 

３  等  品 ７，２４７ （+191） 

０．１０トン以下 ８３０ （+22） 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下 ６２５ （+16） 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ３，９５０ (+170) １，９８０ (+90) 

１ 等 ７，９００ (+340) ３，９５０ (+170) 

村民割引 
（往復）２等 ５，１４０ (+220) ２，５８０ (+120) 
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タバコの有害物質 
（タール・ニコチン・一酸化炭素など） 

歯に付着 

口臭 

口の粘膜や 

歯ぐきからの吸収 

口の粘膜の病気 

 

歯周病の重症化 

タバコ臭さ。 

他人に不快感を与える。 
 

歯ぐき・くちびる 

の色素沈着(黒ずみ) 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１１２号― 

 

 

肺がんや心筋梗塞などの全身の病気に深く関わっている喫煙。 

もちろん、お口の中の健康にも大きなダメージを与えています。 

喫煙者は歯周病になる危険性が５～６倍も高

くなります。また、タバコを吸わない人が、

家庭や職場などで副流煙（他の人が吸うタバ

コの煙）にさらされていると歯周病の危険性

が高くなります。 
 
 

 

禁煙により、歯周病の悪化予防だけでなく、

歯周病治療の効果もあげることができます。 

親の喫煙で、こどもの歯ぐきにメラニン

色素沈着（歯茎の黒い着色）が８～９割と、

高い確率で現れることがわかっています。 

また、乳歯の虫歯を増やす危険性がある

との報告もあります。 

 

歯が黒く汚れる。 

歯石が付きやすくなる。 

 

分煙をしていても・・・ 
喫煙後もタバコの有害物質は体内に留ま

り、呼吸時に排出され続けるので、他人

に影響を与えます。 

タバコの煙に含まれる有害物質は、肺だけ

でなく口の中の粘膜や歯ぐきからも吸収さ

れます。すると、口の中の免疫力が弱くな

り、細菌とウィルスに感染しやすくなって

しまいます。 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

クジラ：たとえ分煙していても、呼吸時に有害物質が排出され続けるとは知りませんでした。 

家族や友人など、大切な人を思えばこそ、禁煙の大切さをあらためて実感しますね。

今回は母島診療所、山口歯科衛生士さんに執筆していただきました。 

山口さん、ありがとうございました。 
 

 
 

～お知らせ～ 

世界中で新型インフルエンザが流行しています。小笠原でもいつ流行するか分かりません。

感染予防の基本は手洗い・うがいです。こまめに、そして念入りに実施してください。また、

けんこう通信 1 月号でインフルエンザを特集したので、感染予防の参考にしてください。 
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育
児
学
級
（歯
科
の
会
） 

 
歯
科
衛
生
士
か
ら
の
お
話
と
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。 

 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
１
歳
と
２
歳
の
お
子
様
と 

保
護
者 

【
日
時
】
６
月
23
日
（火
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
ふ
だ
ん
使
用
し
て 

 

い
る
ハ
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
糖
尿
病
勉
強
会
の
開
催 

  

糖
尿
病
が
増
え
て
い
る
と
い
う
け
れ
ど
、
実
際
に

は
ど
う
な
の
？ 

そ
も
そ
も
糖
尿
病
っ
て
？ 

こ
の
勉

強
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
様
々
な
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。
全
４
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
糖
尿
病
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

 

【
対
象
者
】
糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
方 

【
日
時
】
６
月
９
日
（火
）
、
16
日
（火
）
、
23
日
（火
）
、 

 
 
 

  
  

 

30
日
（火
） 

【
場
所
】
母
島
支
所
小
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

保
健
所
専
門
医
相
談 

 

難
病
の
専
門
医
相
談
に
つ
い
て
、
今
年
は
膠

こ
う

原
げ
ん

系

の
相
談
を
行
い
ま
す
。 
 

専
門
医
の
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
13
日
（土
）
午
後
３
時
〜
４
時 

 
 
 
 
 

６
月
14
日
（日
）
午
前
９
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
15
日
（月
）
午
前
９
時
〜
11
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
４
時 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
締
切
】
６
月
８
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 

講
演
会
の
開
催 

◎
膠

こ
う

原
病

げ
ん
び
ょ
う

っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

 

「
膠

こ
う

原
病

げ
ん
び
ょ
う

」
と
い
う
病
気
を
聞
き
な
れ
な
い
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
以
外
と
身
近
な
病
気
の
１
つ

で
す
。
専
門
医
の
先
生
か
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
14
日
（日
）
午
後
７
時
〜
８
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
母
島
の
方
は
、
母
島
支
所
大
会
議
室
の
テ
レ
ビ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
講
師
】
安
藤
俊
孝 
医
師 

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
付
属
順
天
堂
医
院

リ
ウ
マ
チ
科
） 

 

【
そ
の
他
】 

 
 

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

          

    

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う 

外
来
種
対
策
と
し
て
の
野
ネ
コ
対
策
〜 

  

人
間
の
友
達
で
あ
り
家
族
で
も
あ
る
愛
玩
動
物
も
、

小
笠
原
で
は
希
少
な
鳥
類
の
捕
食
者
に
も
な
り
得
る

外
来
種
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

当
然
、
飼
い
主
で
あ
る
人
間
の
無
責
任
な
行
動
で

不
必
要
な
繁
殖
の
結
果
、
野
外
へ
の
放
逐
を
行
う
な

ど
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
ネ
コ
自
体
に
は
何
の
責

任
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
山
域
で
自
然
繁
殖
を
し
て
希
少
な
鳥
類

を
捕
食
し
、
小
笠
原
の
自
然
界
へ
重
要
な
影
響
を
与

え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
や
む
を
得
ず

次
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
長
期
的
目
標 

 

現
在
、
小
笠
原
諸
島
内
で
野
ネ
コ
の
生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
る
島
は
、
父
島
・
母
島
・
兄
島
・
弟
島
の

４
島
で
、
最
終
的
に
は
全
島
で
根
絶
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
（
島
外
へ
の
搬
出
） 

 

◎
根
絶
に
向
け
て
の
具
体
的
事
業
計
画 

 

【
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発
】 

 
①
動
物
実
態
調
査 

母
島 

平
成
19
年
度
終
了 

 

父
島 

平
成
20
年
度
終
了 

 

②
飼
い
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
管
理 

平
成
20
・
21
年
度
予
定 

 

③
飼
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
啓
発 

平
成
20
・
21
年
度
予
定 

【
希
少
動
物
の
保
護
対
策
】 

 

①
父
島
東
平
広
域
排
除
柵
の
設
置 

平
成
21
年
度
完
成
予
定 

②
母
島
南
崎
広
域
排
除
柵
の
検
討 

【
野
ネ
コ
捕
獲
事
業
】 

①
母
島
南
崎
海
鳥
繁
殖
地
野
ネ
コ
捕
獲
事
業
（継

続
事
業
） 

②
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
繁
殖
期
に
お
け
る
東

平
野
ネ
コ
捕
獲
事
業
（継
続
事
業
） 

③
集
落
内
の
野
ネ
コ
捕
獲
事
業
（継
続
事
業
） 

④
東
平
広
域
排
除
柵
設
置
後
の
柵
内
野
ネ
コ
捕
獲

事
業
（平
成
21
年
度
） 

 

◎
当
面
の
村
役
場
の
取
り
組
み 

 

６
月
議
会
で
現
在
の
飼
い
ネ
コ
適
正
飼
養
条
例
の

改
正
内
容
を
説
明
し
、
９
月
議
会
で
の
条
例
改
正
を

目
指
し
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
島
内
飼
養

の
飼
い
猫
に
関
し
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入
と
不

妊
去
勢
手
術
の
協
力
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
野
ネ
コ
対
策
の
普
及
啓

発
と
事
業
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
第
２
回
小
笠
原
動
物
派
遣

診
療
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

【
飼
い
猫
診
療
内
容
】 

 

○
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入 

○
ネ
コ
エ
イ
ズ
（Ｆ
Ｉ
Ｖ
）
、
ネ
コ
白
血
病
（Ｆ
ｅ
Ｌ

Ｖ
）
検
査 

 

○
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種 

○
消
化
管
内
寄
生
虫
検
査
お
よ
び
駆
虫
（
必
要
な

場
合
） 

 

○
不
妊
化
手
術
（協
力
依
頼
） 

 

○
健
康
診
断
（一
般
身
体
検
査
、
血
液
検
査
） 

 

○
飼
育
や
健
康
に
関
す
る
相
談 

 

野
ネ
コ
対
策
を
目
的
と
し
た
動
物
医
療
が
前
提
と

な
り
ま
す
が
、
父
島
、
母
島
で
の
動
物
飼
養
状
況
調

査
の
結
果
、
犬
を
飼
養
し
て
い
る
方
た
ち
か
ら
の
要

望
も
多
く
、
飼
い
犬
に
つ
い
て
も
診
療
を
お
願
い
す

る
予
定
で
す
。 

【
飼
い
犬
診
療
内
容
】 

 

○
健
康
診
断
（一
般
身
体
検
査
、
血
液
検
査
） 

 

○
飼
育
や
健
康
に
関
す
る
相
談 

 

○
フ
ィ
ラ
リ
ア
検
査 
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動
物
診
療
は
父
島
・
母
島
で
同
様
の
診
療
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
村
の

掲
示
板
等
で
周
知
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
の
事
業
趣
旨
と
小
笠
原
で
の
動
物
飼

養
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

な
お
、
こ
の
派
遣
診
療
は
、
（財)

自
然
保
護
助
成

基
金
か
ら
小
笠
原
諸
島
自
然
環
境
保
全
機
構
に
出
さ

れ
た
助
成
金
を
利
用
し
て
小
笠
原
ネ
コ
連
絡
会
議
が

実
施
す
る
も
の
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る

た
め
に 

 
 

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
の
多
い
海
岸
で
す
。 

６
月
か
ら
８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
の
た
め
に
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図
で
示
し

た
場
所
（蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
の
植
栽
地
）
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

（財
）
東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園 

 
 
 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
７
１
７
０ 

 

大
村
海
岸
タ
ー
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー 

か
ら
の
お
願
い 

 

大
村
海
岸
で
の
人
間
と
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
接
触
に

よ
る
、
産
卵
の
妨
げ
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
６
、
７
、
８
月
の
夜
間
、
タ
ー
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
大
村
海
岸
に
常
駐
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。 

「
産
卵
期
の
海
岸
で
は
灯
り
を
最
小
限
に
す
る
」

な
ど
の
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
で
制
定
さ
れ
た
ウ
ミ

ガ
メ
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
自
主
ル
ー
ル
）
は
、

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。 

 
 

ま
た
、
今
年
か
ら
産
卵
期
に
限
り
、
立
ち
入
り
制

限
区
域
も
東
京
都
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
区

域
内
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
や
行
動
を
熟
知
し

て
い
る
者
の
誘
導
が
、
人
間
に
も
カ
メ
に
も
必
要
と

な
り
ま
す
。 

                             

大
村
海
岸
で
の
、
カ
メ
の
産
卵
を
適
正
な
形
で
見

守
れ
る
よ
う
、
タ
ー
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
誘
導
に
従
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net 

                              

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
14
回
「
終
わ
ら
な
い
物
語
」 

  

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
死
に
ま
す
。
生
物
で
す
か
ら
。

そ
の
個
体
の
一
生
は
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。
と
あ

る
森
の
中
、
寿
命
を
全
う
し
、
ア
コ
ウ
ザ
ン
シ
ョ
ウ

の
実
を
食
べ
な
が
ら
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
第
二

幕
の
始
ま
り
で
す
。 

 

ま
ず
寄
生
虫
が
逃
げ
出
し
ま
す
。
皮
膚
か
ら
吸
血

す
る
キ
チ
マ
ダ
ニ
は
、
体
温
低
下
を
察
知
し
、
こ
の

個
体
に
見
切
り
を
付
け
ま
し
た
。 

 

次
に
ア
リ
が
来
ま
し
た
。
新
鮮
な
食
物
を
喜
び
つ

つ
採
食
し
、
子
育
て
を
し
ま
す
。
続
い
て
ハ
エ
が
卵

を
産
み
、
孵
化
し
、
成
虫
に
な
り
飛
び
立
ち
ま
す
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
ハ
サ
ミ
ム
シ
、
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
や
カ

ク
レ
イ
ワ
ガ
ニ
も
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。
た
っ
た
の

１
個
体
と
は
い
え
、
小
動
物
に
と
っ
て
は
大
ご
ち
そ

う
で
す
。 

 

い
つ
し
か
、
骨
と
皮
と
羽
毛
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

ゴ
キ
ブ
リ
や
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
は
、
と
き
お
り
乾
燥

し
た
皮
や
羽
毛
を
か
じ
っ
て
い
ま
す
。
や
が
て
、
残

っ
た
部
分
は
土
に
埋
も
れ
ま
し
た
。
骨
も
羽
毛
も
ゆ

っ
く
り
溶
け
、
土
壌
の
養
分
と
な
り
ま
す
。 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
倒
れ
た
と
き
、
喉
に
は
ア
コ
ウ
ザ

ン
シ
ョ
ウ
の
種
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
種
も
一

緒
に
土
に
埋
ま
り
ま
し
た
。
や
が
て
春
に
な
り
、
芽

が
で
ま
し
た
。
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
体
が
分
解
さ
れ
た
養

分
の
お
か
げ
で
、
こ
の
芽
生
え
は
す
ぐ
に
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
数
年
後
、
こ
の
木
が
付
け
た
実
を
食
べ

に
、
ま
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
次
の
物

語
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

   

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 

 

の中には 

アオウミガメの産卵のため 

立ち入りをご遠慮ください 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

イ
ル
カ
と
の
共
生
を
目
指
し
て 

 

「
調
査
に
行
っ
て
き
ま
す
！
」
と
の
言
葉
と
共
に

Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
に
現
れ
る
イ
ル
カ
調
査
隊
ス
タ
ッ
フ

た
ち
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
調
査
道

具
を
手
慣
れ
た
様
子
で
棚
か
ら
取
り
出
し
、
調
査
へ

出
か
け
て
い
き
ま
す
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の

生
態
研
究
と
普
及
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
３
年
６

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
し
て
早
６
年
、
お
お
よ

そ
１
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
を
も
と
に
２
０
０
６
年
に
作
成
し
た

個
体
識
別
カ
ー
ド
で
は
、
尾
び
れ
や
背
び
れ
の
特
徴
、

個
性
的
な
イ
ル
カ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
個
体
識
別

カ
ー
ド
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
徴
的
な
イ
ル
カ
を
見
か
け
た
り
写
真
撮

影
に
成
功
し
た
ら
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
へ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
生
態
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
ま
で
識
別
さ
れ
た
個
体
数
は
２
０
７
頭
に
上

り
ま
す
。
ま
た
、
聟
島
・
父
島
・
母
島
列
島
間
の
移

動
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
基
本
的
に
こ
の
海
域
内
に

定
住
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
親
子
関
係
に

つ
い
て
な
ど
、
そ
の
生
態
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
。
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
社
会
構
造
を
明
ら

か
に
し
、
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
を
保
全
と
観
光
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

    

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
97 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究 

報
告
５
― 

 
 

２
０
０
４
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

北
太
平
洋
最
大
の
国
際
共
同
研
究
「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

*

」
。
２
０
０
４
〜
２
０
０
８
年
、
10
カ
国
50
チ
ー

ム
４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
尾
ビ
レ
写
真
１
万
８

４
６
９
枚
（
７
９
４
１
個
体
分
）
を
使
用
し
て
調
査

の
解
析
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。 

※
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（SP

L
A

SH
: S

tructure
 of P

o
pulation

, 

L
evels of A

b
un

d
ance

 an
d Status of H

um
pb

acks

） 

「ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
社
会
構
成
、
生
息
数
と
そ
の
現
状
」  

◎
報
告
１
〜
４
の
ま
と
め 

 

○
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
移
動
パ
タ
ー
ン
は
、
複
雑
で
高

度
な
社
会
構
成
を
も
つ
。 

○
繁
殖
場
は
、
メ
キ
シ
コ
、
ハ
ワ
イ
、
ア
ジ
ア
と
明

確
に
３
海
域
に
わ
か
れ
る
。 

○
ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
の
ク
ジ
ラ
は
、
同
じ
繁
殖
場

を
利
用
し
て
い
て
も
、
別
の
決
ま
っ
た
餌
場
を
利

用
。
餌
場
で
他
の
海
域
か
ら
来
る
ク
ジ
ラ
と
合
流
。 

○
調
査
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
繁
殖
場
が
あ
る
。 

○
ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
の
ク
ジ
ラ
の
15
％
以
上
が

餌
場
で
発
見
。
こ
れ
が
ア
ジ
ア
内
で
は
、
10
％
以

下
、
小
笠
原
で
は
５
％
以
下
。 

○
餌
場
と
繁
殖
場
の
移
動
の
最
長
記
録
は
７
９
２
５

km
。 

◎
ア
ジ
ア
の
ク
ジ
ラ
と
ロ
シ
ア
の
関
係 

 

ア
ジ
ア
で
見
ら
れ
る
ク
ジ
ラ
の
餌
場
は
、
主
に
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
西
部
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
ロ
シ

ア
海
域
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
ア

ジ
ア
内
（小
笠
原
、

沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
で
も
識
別
の

割
合
に
差
が
あ
り

ま
し
た
。
沖
縄
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ク
ジ
ラ
は
、
主
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
で

見
ら
れ
、
小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
コ
マ
ン
ダ
ー
諸
島
で
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
が
見

ら
れ
た
海
域
は
、
ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
の
ク
ジ
ラ
が

多
く
回
遊
し
、
ア
ジ
ア
内
で
も
小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
は

ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
の
ク
ジ
ラ
と
よ
り
強
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
も
含
め
て
解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

                              

◎
夜
間
走
行
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

 

奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
船
の
上
げ
下
ろ
し
場
ス
ロ
ー

プ
間
の
道
路
、
お
よ
び
扇
浦
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
浄

水
場
間
の
都
道
に
ウ
ミ
ガ
メ
注
意
の
標
識
を
立
て
ま

し
た
。
産
卵
期
は
今
月
末
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
む
か
え
ま
す
。
夜
間
走
行
に
は
、
迷
走
す

る
親
ガ
メ
に
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨

年
、
宮
之
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
で
も
迷
走
記
録
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
夜
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

今
年
も
４
月
の
末
ご
ろ
か
ら
産
卵
が
は
じ
ま
り
、

５
月
も
あ
ち
こ
ち
の
海
岸
で
産
卵
巣
が
増
え
て
い
ま

す
。 

 

産
卵
期
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
小
笠
原
の
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
生
態
を
盛
り
込
ん
だ
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。 

 
 

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
時
】
６
月
20
日
（土
）
、
26
日
（金
） 

午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

【
費
用
】
村
民
大
人
（中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円 

小
学
生 

 
 
 
 
 
 
 

 

７
０
０
円 

【
定
員
】
１
回
15
名 

※
要
予
約 

 

参
加
者
全
員
に
ウ
ミ
ガ
メ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！ 

       

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net 

    ﾌｨﾘﾋ ﾝ゚ 沖縄 小笠原 ハワイ ﾒｷｼｺ 合計 

    識別数 77 215 294 2317 1558   

ロ ｱﾅﾃﾞｨー ﾙ湾 27 0 1 0 3 0 4 

シ カムチャッカ 58 6 13 4 0 0 23 

ア コマンダー 17 0 0 1 1 1 3 

 ﾛｼｱ内の合計 102 6 14 5 4 1 30 

                  

 ｱﾘｭｰｼｬﾝ列島 63 0 1 0 4 0 5 

  ベーリング海 491 0 1 5 44 27 77 

ﾛｼｱの餌場と繁殖場の関係：小笠原のｸｼﾞﾗはﾛｼｱで5頭、ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海で5頭発見！ 



産婦人科専門診療（父島） 出港日

シロアリ対策事業予約受付（～12）

出港日

父島ノヤギ駆除

麻しん風しん混合予防接種（父島 中1生徒、高3生徒）

父島ノヤギ駆除 2種混合予防接種（母島 保育園年長児、小6児童、中1生徒）

定期予防接種 離島交流ゲートボール親善大会申込締切

ヤギのいなくなった島を見に行こう！申込締切 男の料理教室申込締切

入港日

入港日 硫黄島掃海訓練（～29）

小笠原小学校授業公開 ライトダウンキャンペーン（～7/7）

ビーチで遊び隊！ 母島森林生態系保護地域入林受付

小児科専門診療（父島） タートレクチャー（父島 26）

地域福祉センター臨時休館

乳幼児健診・歯科健診（父島） 日本政策金融公庫による金融相談（父島 23）

小笠原高校ビーデ祭 高校図書館開放

パッションフルーツ即売会（父島） ソフトボールクリニック（母島 午前、父島 午後）

乳幼児健診・歯科健診（母島）

小笠原中学校授業公開（～9） 小笠原高校授業公開（～26）

母島巡回労働相談 日本政策金融公庫による金融相談（母島）

小児科専門診療（母島） ヘルスアップ教室（父島）

保健所専門医相談申込締切 出港日

出港日 ヘルスアップ教室（母島）

母島糖尿病勉強会（16、23、30） 育児学級（歯科の会）（父島）

村議会第２回定例会（～11）

村民意見・提案・相談受付 2種混合予防接種（父島 小６児童）

高校 コンピュータ講座申込締切 ヤギのいなくなった島を見に行こう！

高校 初めての手話講座申込締切

入港日　　　（※八丈島寄港便）

電話による無料法律相談

父島返還祭

入港日 母島返還祭（～28）

硫黄島訪島事業（～16） 高校図書館開放

東京三弁護士会による法律相談（母島）

保健所専門医相談（母島 ～14） フリーマーケット

高校図書館開放 男の料理教室

東京三弁護士会による法律相談（父島）

膠原病講演会（父島） 出港日

育児学級（離乳食の会）（父島）

ソフトボールクリニック申込締切

保健所専門医相談（父島） 村都民税納期限
30 火

14 日

15 月

28 日

29 月

27 土

25 木

26 金

月

23 火

24 水

19 金

土20

21 日

22

12 金

9 火

7 日

8

13 土

10 水

11 木

行　事　予　定日付 曜日

16 火

17 水

18

日付 曜日 行　事　予　定

3 水
木

月

5 金

6 土

4 木

1 月

2 火




